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研究成果の概要：この研究では、日本の高等教育機関における留学生教育の一環として、日本

のポピュラー・カルチャー教材を取り入れた、新たな日本社会・文化教育の授業モデルの構築

を目指し、さらに日本ポピュラー・カルチャー研究の学術的確立の可能性を探った。また、様々

な文化的バックグランドを持つ留学生が共に学ぶと言う、多文化共生教育が日本ポピュラー・

カルチャー授業でいかに可能であるのかについての研究を行った。 
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研究分野：社会科学 
科研費の分科・細目：教育学・教育社会学 
キーワード：多文化教育 
 
１．研究開始当初の背景 
(1)日本に留学する学生の主な留学動機に日
本のポピュラー・カルチャーへの興味が挙げ
られるが、留学生がどのように日本のポピュ
ラー・カルチャーを学ぶことを期待している
かについての調査・研究を行う必要性があっ
た。 
 
 
 
(2)国際的視野から日本のポピュラー・カル
チャー教育を研究するために、海外の高等教
育機関でいかに日本のポピュラー・カルチャ

ーが教育教材として取り入れられているか
について調査を始めたが、先行研究がほとん
ど見当たらなかったために、独自での調査・
研究を行う必要性を認めた。 
 
 
 
(3)日本のポピュラー・カルチャーを留学生
教育の科目に取り入れた日本の大学は大変
少ないことが分かり、また日本ではポピュラ
ー・カルチャーの分野自体が大学などの高等
教育機関で充分に論議・議論されている状況
とはいい難いため、日本ポピュラー・カルチ
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ャー研究の確固たる学術的基盤の確立に取
り組む必要性を認めた。 
 
 
 
 
 
２．研究の目的 
(1)日本の高等教育分野でいまだ確立されて
いないポピュラー・カルチャー教育を留学生
教育に取り入れることが可能となる教育方
法についての研究を行う。 
 
 
 
(2)様々な文化的バックグランドを持つ留学
生が共に日本ポピュラー・カルチャーを学ぶ
教育環境において、いかに「多文化共生教育」
が成立するかについての研究を行う。 
 
 
 
(3)日本の高等教育分野では留学生教育の分
野において、ポピュラー・カルチャー教育の
可能性、もしくは有効性が充分に議論されて
いる状況とは言い難い。日本ポピュラー・カ
ルチャーを題材とした教育の充実化がいか
に可能であるのかについての研究を行う。 
 
 
 
 
 
３．研究の方法 
(1)データの収集 
①大分大学の留学生また日本人学生を対象
にポピュラー・カルチャーについての調査を
行った。調査はアンケートによる日本ポピュ
ラー・カルチャーの認識調査や実際にポピュ
ラー・カルチャー教材を使用した授業を評価
する方法で行った。また、学生へインタビュ
ーを行い、詳細なフィードバックを得ること
ができた。 
 
②英語圏の高等教育機関で日本研究を教授
している研究者を対象に、授業でどのように
ポピュラー・カルチャー教材を取り入れてい
るかについてのデータ収集を行った。 
 
③ポピュラー・カルチャーの国内外での経済
的な影響についての調査を行った（マンガの
発行部数やアニメーション、テレビプログラ
ムの視聴率調査、また関連商品の市場流通な
ど）。 
 
 
 

(2)収集データの分析とモデル授業の実施 
①収集したデータを分析し、その分析を踏ま
えたモデル授業を実施した。またその授業に
ついて学生からのフィードバックを得た。 
 
 
 
 
 
４．研究成果 
(1) ポピュラー・カルチャーの影響と日本語
学習への動機：アンケート調査を行った留学
生の内（約 100名の学生）92％の学生が日本
語学習への動機にマンガ、アニメ、ドラマな
どの日本ポピュラー・カルチャーが影響して
いると述べている。このように、「ソフト・
パワー」としての日本ポピュラー・カルチャ
ーの在り方について再認識することができ
た。例として、担当授業で行った、「日本語
学習のおけるポピュラー・カルチャーの影響
度」についての調査データを挙げる。 
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(2) 海外の高等教育機関における日本ポピ
ュラー・カルチャー教材の取り入れ：調査を
行った英語圏の 10 大学では 10 大学とも日本
研究の授業でマンガ、アニメなどの日本ポピ
ュラー・カルチャーを教材に取り入れている
ことが分かった。10 大学中 8大学では授業で
日本のアニメを教材にしており、これらの大
学では、宮崎駿作品、Ghost in the Shell、
Akira などを題材にした授業が行われていた。
また、一つの大学では、「日本古典文学」の
授業で、マンガ化された『源氏物語』『和泉
式部日記』などを授業に取り入れていた。こ



 

 

の調査・研究によって、海外の高等教育機関
(英語圏)では、日本研究学の一分野として、
日本ポピュラー・カルチャー教育がある程度
確立していることが分かった。 
 
 
 
(3)多文化共生教育の必要性：留学生へのア
ンケート・インタビュー調査、また授業に対
するフィードバックから多文化共生教育の
必要性が認識された。例えば、性的な表現を
含むマンガを題材とした授業で見られる異
文化間の相違についての研究では、アメリ
カ・ヨーロッパの学生が「全く恥ずかしくな
い」と回答している一方で、インドネシア、
マレーシアの学生が「少し恥ずかしい」「恥
ずかしい」と回答している。以下は担当して
いる授業で行った、「性描写を含んだマンガ
に対する学生の意識調査」の結果である 
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また、性的なマンガを教材として学ぶ授業で
は、これらのマテリアルのページを捲ること
さえ拒んだ学生がおり、アンケート・インタ
ビュー調査・研究で、ムスリム学生に対する
教育方法の再考が必要であることが分かっ
た。授業では、積極的な参加の姿勢を示さな
い日本人学生に、留学生が多少の不満を持っ
ていることが分かり、留学生は日本人学生と
の知的なインターアクションを求めている
という分析結果を得た。また、多文化共生を
理念としたモデル授業の評価では、以下のよ
うに、94‐100％の学生が「大変満足してい
る」と回答している。 
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このように、留学生を対象とした日本ポピュ
ラー・カルチャー教育は多文化共生問題を考
えずに、発展することはないとの結論に至っ
た。 
 
 
 

(4)日本ポピュラー・カルチャー研究の学術
的確立の可能性：学生ならびに海外の高等教
育で日本研究学を教授する教員のアンケー
ト・インタビュー調査で明らかになった点は、
日本ポピュラー・カルチャー研究を学術的分
野として認識する必要性である。学生へのア
ンケートでは、99％の学生が、日本のポピュ
ラー・カルチャーを学ぶことによって、「日
本の文化的・社会的な構造に関する知識を深
めることができた」と評価している。また、
海外の教育者も、アニメやマンガを日本の
「ソフト・パワー」として認識し、日本ポピ
ュラー・カルチャー教育の必要性と有効性に
ついて指摘している。例えば、オリジナルの
『源氏物語』を使用した授業よりも、マンガ
化された『源氏物語』を使用した授業の方が、
学生の理解度が増すと言った指摘もあった
が、今後更なる分析が必要となるテーマであ
る。 
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